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志村小・志村四中 小中一貫型学校設置検討会 第６回検討会議事録（要旨） 

1 開催日時 令和４年２月 21日（月）午後６時 15分から午後７時５分まで 

2 開催場所 グリーンカレッジホール ３階 教室１ 

3 出 席 者 検討会委員 18名 【欠席者５名】 

※北前野小・志村坂下小の関係者は、通学区域・通学路に関する検討

時のみ出席のため、今回は出席対象外。 

学校配置調整担当課長、新しい学校づくり課長 

新しい学校づくり課学校配置調整第一係係長 

新しい学校づくり課学校配置調整第二係係長 

新しい学校づくり課学校計画・改修係係長 

新しい学校づくり課職員３名 

4 傍聴者数 13名 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、マスクの着用や検温、手指

の消毒、会場の換気を行うなどの取組を実施した。 

 

1 開会 

 

2 検討会会長 挨拶 

 

3 検討事項（主な意見・質問に対する事務局の回答等） 

（１）第２回学校名・校歌・校章作業部会の報告について【資料１】 

   ※小中一貫型の学校の名称（以下、名称）の作成手順について、作業部会では

２案を作成し、作業部会としてはＢ案の進め方で名称の作成を行う方向性で

考えていることを報告し、検討会において、Ｂ案の進め方で決定した。 

（Ａ案とＢ案の詳細については、資料１の４ページの５「名称案の作成方法

について（作業部会案）」の表を参照） 

 

委 員：複数の名称案が検討会に報告されるのはいつぐらいになるか。 

事務局：名称の作成手順がどうなるかで変わってくるとは思うが、まず、要件・

基本的考え方について検討し、その後具体的に名称案の検討に入るた

め、複数の名称案の候補が出てくるのは、最短で８月ぐらいになると

想定している。ただし、検討の進み具合で時期は変わってくると思う。 

 

委 員：名称の作成過程で、やはり児童・生徒の意見は組み入れた方が良いと

思う。自分たちが通う学校であれば、学校に合う名称を児童・生徒自

身も考えると思うので、児童・生徒の意見を聴取する機会の設定につ

いても考慮に入れて、検討した方が良いと思う。 
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事務局：今後、名称の作成手順の詳細を検討していく中で、作業部会案を検討

していきたい。 

 

（２）志村小学校の跡地活用の報告について【資料なし】 

※これまでの検討会で出た志村小の跡地活用に関する意見の確認を行った。 

 

委 員：志村小の跡地の区有地部分に、大きい建物は建てられないとは思って

いる。敷地に限りがある中で、第２グラウンドと防災物資の保管倉庫

の両方を作ることはできるのか。 

会 長：面積的にも限られているため、例えば、サッカー場と野球場は当然で

きないとは思う。そのため、第２グラウンドとしての用途はどういう

ものか、防災物資の保管倉庫を設置した場合、第２グラウンドとして

はどのくらいの面積を確保できるか等、現在検討している。第２グラ

ウンドと防災物資の保管倉庫の２つを両立できる形で検討している。 

委 員：子どもの遊び場のような空間でも良いと思う。第２グラウンドと防災

物資の保管倉庫の両方ができれば、一番良いと思う。 

会 長：できる限り両方できる形で検討している。イメージが形になってきた

ら、検討会で報告させていただきたい。 

 

委 員：第２グラウンドと防災物資の保管倉庫にした場合、管理人等が常駐す

るのかどうかが心配である。先生の目の届かないところで、事故等が

起きたりしないか危惧している。また、人の出入りが少ないと、建物

の劣化が早く進むと思う。 

会 長：現時点では、管理人等が常駐するかどうかは決まっていない。しかし、

授業で使用する場合には先生がいるだろうし、部活動で使用する場合

には指導者がいるとは思う。 

今後、活用の頻度も含めて、検討していき、管理人等を配置するかど

うかも併せて検討していくことになると思う。 

 

委 員：志村小の横に、志村児童館があると思うが、その敷地は区有地になる

のか。もし、区有地であれば、志村児童館の建物を改築して、その中

に防災機能を入れ、志村小の跡地の区有地部分を完全に第２グラウン

ドにするといった形も検討してほしい。 

会 長：施設を管轄する部署と調整している。志村児童館の建築年数や老朽化

の程度も考慮し、検討していきたい。 

 

委 員：区有地は奥の方にあると思うが、第２グラウンドとしての利用や防災

物資の保管倉庫として利用しやすい入口を検討した方がいいと思う。 
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会 長：第２グラウンドや防災物資の保管倉庫として、利便性が良い方がいい

と考えるので、土地の活用部分については、地権者と相談しながら、

検討していきたい。 

 

委 員：区有地部分の活用は、最終的にはどのように決定していくのか。また、

どの程度、意見は反映されるのか。 

会 長：決定方法については、決まった手続きの流れがあり、それに沿って決

定していくことになるが、方向性を検討会委員の皆様にもお示ししな

がら、丁寧に進めていきたい。 

 

4 連絡事項【資料なし】 

   ※改築だよりの発行のお知らせを行った。説明に対する意見・質問はなし。 

 

5 事務局からの事務連絡 

   次回の検討会の開催日時について 

 

6 次回予定 

  第７回検討会（予定） 

日時：令和４年４月 26日（火） 18時 15分から（予定） 

場所：グリーンカレッジホール ３階 教室１ 

 


